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京都大学高等教育研究開発推進センタ-では,大学教員に よ る 日 常 的 な 教 育 改 善 活 動 に 根 ざ

した相互研修聖断EB(プアカ ル テ ィ ｡デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト ) の 組 織 化 を め ざ し て , 大 学 教 育 に

関す るさまざまな 教 育 改 革 や 実 践 研 究 を 行 っ て き た ｡ 本 稿 で は , こ の う ち 瓦G W の 利 点 を 活 頗 し

た 野馳 実 践 に 焦 点 を あ て て 報 告 を 行 う ｡ 本 セ ン ターの 野馳 に 対 す る 考 え 方 を 示 し た 後 , 京 都 太

学 と 鳴 門 教 育 大 学 の 授 業 を イ ン ターネ ッ ト 回 線 で 接 続 し オ ン ラ イ ン 上 で グ ル ー プ 議 論 を 行 う 学

㍉ 字 等 正 三;-:'･-1の 遠 隔 音 '-拷.i:I-: 巨 .･I/ 仁}十 二:･二 ･_i--:_/.･.~iI::-I/::/ ｣一 :jJ..:I..,ニ工 :!l･∴ ∴豆 1=I.日 工 つ い 7.- .

そ の 授 業 デ ザ イ ン と 実 践 に 関 す る 報 告 を 行 う O 次 に , 大 学 教 員 の 相 互 研 修 と そ の 組 織 化 を め ざ

し て 構 築 し た ウ ェ ブ サ イ ト ｢大 学 教 育 ネ ッ ト ワ ー ク ｣ に つ い て 概 観 し た 後 , オ ン ラ イ ン で 公 開

授 業 ｡検 討 会 を 実 現 す る 新 た な シ ス テ ム ｢W e毎公 開 授 業 ｣ に つ い て 開 発 の 経 緯 と デ ザ イ ン に つ

い て 述 べ , 今 後 の 遅 周 上 の 課 題 に つ い て 考 察 す る ｡ 最 後 に こ れ ら の 取 り 組 み が ど の よ う に 実 質

的な野馳 活 動 と し て 日 常 的 教 育 文 脈 で 活 周 さ れ る べ き か に つ い て 述 べ る ｡

･- ･:

肝E3,相互研修型野馳,教 育 改 善 , 遠 隔 連 携 ゼ ミ , 大 学 数 .員 研 修

･∴●､∴

望⑳節年後馴 こ大学院設置基準の改訂でタそれまで ｢努

力義務｣であったプアカルテイ ⑳ディベロップメン 恥

緑 EB)の実施が ｢義務化｣された (大学院設置基準第息趨

条 の 3)｡ これに引き続き9東学設置基準についても野馳

の ｢義 務 化 ｣へ向けた議論が進行しつつあ り,東学関係

者 は , ｢授 業 の 内容及び方法の改善を図るための組織的

を 研 修 及 び 研 究 の 実 施 ｣に対する社会的説明責任 を果た

す た め の 具 体 的 対 応 に つ uBて検討せざるを得をW状況に

手1..:.ノ｡ 丁 :I:二-I:L=.::-;:.三･.I:-,7.iI.,Ai;-言 ∴:･'IlT＼:し ::∴トミ~:r.…-I,･∴∵･

ン ポ ジ や ふ や 公 開 研 究 会 な ど が 全 国 各地で頻繁に開催 さ

れ て い る こ と を 見 て も 9 大 学 関 係 者 の 野馳の ｢義務化｣

に 対 す る 関 心 の 高 さ が 伺 え る (例 え ば , 京 都 高等教育研

I-:I.二王 ･;::一一一… 宣 -;ニト 二 ､ ~~--I- ~二 ･;:T.一工･:I I:T二三F'.､∴享

等 教 育 研 究 開 発 推 進 七 汐 夕 二 乗 北 東 学 高等教育 開発推

進 セ ン タ ー )｡

筆 者 が 所 属 す る 京 都 東 学 高 等 教 育研 究 開発推 進 セ S,

夕 - (以 下 9 `̀本 セ ンタ bJ タ と略す) の高等教育教授 を

∴ == ⊥- ill-=三.-::喜巨 ∫ニー ∴子室 二,‥ 三:-孝}∵･:'､ .~= ,_層･-.･T-･･.二~

ダー (盈99叡6-2⑳⑬3◎3) にお け る業務 を引継 ぎなが ら9

大学教 育 に関す る さまざまな教育改革や実践研究 をおこ

京都大学 高等教育研究開発推進センター

な っ て むもる ｡ こ れ ら の 活 動 は , 大 学 数 贋 が 個 考 の 教 育 的

文 脈 に お い て 日 常 的 に お こ な っ て kBる 自 生 的 な 教 育 改 善

活動や教育能力の向 上 を 土 台 に , 相 互 研 修 と し て 組 織 化

してい 宅ことを目指 している｡われわれ は こ れ を ｢相 互

研修型野馳の組織化｣ と呼んでいる (京都東学高等教育

薄手･亘工:'..i..I::-主一･二 /･:一一∵∴ r∵:_I,),.,-･'∵㍉十重!--!!l,:..浅.,i;-'･:､.,
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講演会や各種セ ミナ-など-のなかば強制的参加など,

こ.7:-∴I_≒:JtJ.:､--一･:､■7ヾIl:,:･:=∴L′十･÷t/･-1･,;:p三･二,し.;･こし..工 ･

を個 々の教員の日常的教育改善活動か ら捉えた場合,こ

･･-I-･. 巨ご;~….∴ ;一十y二戸項･｡:.- :･∴::,:H･∴'.:.I･工㍉十7L､

る教育改善が うま宅機能 しないときに,これを補』も9支

援す る もの として位置づ け直す こ とが 晋 きる (松 下

~∴ ),I.''･~､7∵二.,:_I_-∴~一､∴=与㍉‥一:∴.･.;:-Ll ".~-‥一一~-,-1!=I:I:--二･

;-･::/::I_::::∴･:/-I:.し. ∵･●､=･:-'-;:-I:'17.I:二∴二･∴ il_丁､~-･･~･--･ノ'~~

∴ /-I:･i.･･:･~丁LL.I,･･～一一.1;:/{:(i-_:I.,､

二_:_;:=-.I-㌧∵'./i,I::.:/._:.:工._I-1･言 三十二∴ニ ‥~､-∴∵㌧･予′~

勤として ｢センタ-公開実験授業 ◎検討会｣を実施し管

きた (例えば,田中 2細趨認)｡教室内で実際に行われる

授業を,学内外の大学数育実践者が参観 し,その直後に,

授業者や参観者を交えて当該授業についての検討会を行

うもので,東学教育改善に有効な方法とし等すでに国内

でも同様の実践が行われてむうる｡

また,本センターは,本学工学部 と連携 して2晒趨年

度後期から ｢授業アンダー 矩｣を実施 してきたが,単に

I__工

I-一三'',.一一･･一



メディア教育研究 第4巻 第且号 (2007)

これらの結果を数値として各教員にフィードバックする

だけでなく,2㊥㊥5年度から工学部教員約9¢名が参加す

る ｢工学部教育シンポジウム｣を開催し,授業アンケー

ト結果や,評価の高い教員による自らの授業実践に関す

る報告をもとに,工学部の教員集団が教育改善に関する

情報を共有し,議論をおこなう場を設けている｡この｢工

学部教育シンポジウム｣は,個人レベル,組織 (部局)

レベ.ルの教育改善活動の循環を支援 す る実質的な欝D活

動としてみることができるだろう｡

以上のような本センターの ｢相互研修型野E3の組織化｣
への取り組みは,4我々の日常生活に浸透しつつある互CT
を活かした取り組みへと拡張される｡ここで重要なのは,

亙CTを教育の文脈でどのように活周するのか,というこ

とである｡ 本稿では,瓦CTを活用した肝D実践として,(且)

遠隔連携 ゼ ミ実践と,(2)ウェブ上で公開授業をおこな

うシステム ｢Web公開授業｣の実践について紹介する｡
前者は,インターネットを介して2大学間を結び学習 者

および教員間の異文化接触をもたらし,新たな遠隔授 業

の可能性を追求する実践であり,オンラインのみで構 成

したコミュニケーション環境における学習者構成型の授

業実践を通じての教員集団の欝D実践でもある｡後者は,

アクセスの拡大とコスト低減をめざし,オフラインの活

動とは異なる大学教員の授業改善の ｢場｣をオンライン

に構築したシステムであり,実践を通じた大学教員の組

織化を企図したものである｡以下,｢遠隔連携ゼミ｣と

｢Web公開授業｣の取 り組みについてその背景とともに

事例紹介を行い,それらの成果や課題について検討する｡

.:II:_遠隔二重;:.･:転1-,fミ裏声 ::コT-I-ダニ･::･'二二‥I-＼ニ

:;:..'̀ ::,IUTIro=工~::_-.･:/-ト二.一二一了て

本節では,2003年度から3年間実施 した遠隔連携ゼミ

｢京都大学 ◎鳴門教育大学バーチャル ◎ユニバーシティ

(冒I-'j/･:-:r_:I.〇十･i::-r'1.II-:･T:.:JrJ:;_ラ-Jl工∵三∵=I:::I.Tご:-i-_'/:二上皇斗川 言

千,"箆NV"と略す)の実践について紹介する｡本授業は,

京都大学 (以下,"京大"と略する)と鳴門教育大学 (以

下∴ 鳴̀散大" と略する)の授業をインターネット回線

で接続 し,ビデオチャットや電子掲示板 などの電子 メ

ディアを利周し,グループ議論を行うものである｡ 以下

に監NVの授業デザインの特徴をまとめておく｡

(招 学習者横成型の授業

本授業は,大学間でのグループ議論が作業 の 中 心 と な

るが,議論のテーマや進行の仕方をすべて学 生 に 委 ね た

｢学習者構成型｣の授業である｡後述するよ う に , 議 論

の進行に教員は基本的に介入 しないとなう う 立 場 を と る｡

この極端なまでの学生主導による授 業 形 態 の 導 入 に つ い

ては9若干の説明を要する｡本 セ ン タ ー で は 大 学 授 業 研

究の中心的活動として ｢公開授 業 ◎ 検 討 会 ｣ を 実 施 し て

nるが,本センタ-所属教展 と 学 外 の 共 同 授 業 者 に よ る

tl:,:.

全学共通科目 ｢ライフサイクルと教育｣の一部が公開授

業として提供されている｡この｢ライフサイクルと教育｣

では,授業者と学習者の相互行為の深化を目指して,グ

ループ討論や ｢なんでも帳｣(田中 且997)という授業者

と学習者間の双方向性を高める授業ツールを導入し,学

習者の授業へのコミットメントを促す工夫を取 り入れて
いる｡しかし,このコミットメントに関して,学習者が
積極的 ｡消極的に二極分化する現象が起きていた｡この

二極化を打破するために,学習者が自律的に授業を構成
する ｢学習者構成型享受業｣の開発を目指したのである｡
泥団Vでは,学習者の議論へのコミットメントを促進す

るために,授業 (グループ議論)への介入を極力制限し

た｡また,授業者と学習者間の相互行為を促進するため

に ｢なんでも帳｣は有効であったが,学習者間の相互行

為をより高めるために,インターネットが持つ双方向性

という特徴に着目し,ビデオチャットや電子掲示板 を グ

ループ議論のためのツールとして導入したのである｡
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監弼Vではグループ議論におけるコミュニケーション

のすべてが同期,非同期のオンラインメディアで構成さ

れている｡このデザインは,済 Vに先だって実施され

た醍喝 実践1)%踏まえている｡ 臨喝 実践は,京都大学,

慶庵義塾大学で行われる通常講義のほかに,両大学に共

通の非同期一双方向性の電子掲示板を周意し,双方の受

講生にオンライン上で議論をさせた授業である｡ 加えて

オンライン掲示板の補完としてオフラインで合同合宿を

行った｡つまり監喝 はオンラインとオフラインの相互補

完的併置という基本設計のもとに行われた｡監NVの設

計は,｢オンラインがオフラインの代替品とみなす疎外

論的発想を持っている限り,電子情報メディア革新が既

存の教育関連領域総体を構造的に変えつつあることをう

まく捉えられない｣(田中 20扮3),とnう監昭 での反省

にもとづいている｡

また,本実践では,システムを,現実にできるだけ近

づける開発をめざすのではなく,学習者間の相互行為-

の気づ きを促進することを重視し,大規模な遠隔システ

ムではな くす汎周的な機器を利用 した｡両大学の学習者

間でグループ議論を行うツール として, ビデオチャット

(ネッ トミーテ ィング,マ イ クロソフ 牛社)(写真i),

全体での議論のために,テ レビ会議システム (ポ リコム

社)(写真2)を利周 した｡本授業のために 『京鳴バーチャ

ル 教 育大学』 という名称 の ウェブサイ わを,尊周のウェ

ブ サ ー バー上で立 ち上 げた (図 且)｡授業スタッフ,受

講生のみにアクセスのための貰餌とパスワードが付与さ

れた｡本サイ机こはタ議論 を行 うために『第且-3研究室』

と名付けられたファイルが添付可能な電子掲示板が各グ

ループに準備された｡また,『フリー か一夕』『監NV教

育学会』『済 V向上豪農会』と名付けられた受講生共有
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の電子掲示板,および,『井戸端会議』と名付けられた

チャットが周意された｡
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神藤 (2003)は,その目的を基準としてeラーニング

を分類し,①通常授業の代替としてのeラーニング,②

通常授業のサポートとしてのeラ-ニング, ③新しい可

能性としてのeラーニング (質のよいコンテンツや高度

な機能を持ったコンテンツを持つもの,文化体験の実践

などの新しい場を提供するもの)の3つを挙げている｡

醍閣Vは,教育実践や現場経験のある場数太の現職教員

を中心とする大学院生と,学問志向 ◎理論志向の京大教

育学部生という ｢小さな文化差｣を持った遠隔地にいる

両者を議論させるためにインターネットを利周したこと

が特徴で あ る｡ この意味で,神藤のいう新しい可能性と

しての e ラ ー ニ ン グ として位置づけられる｡ちなみに,

教育学 を 学 ぶ 立 場 で あ ること9教育に対する興味をもつ

とい う 点 で は 9 両 者 の 多 く の部分は9文化的に同質であ

る｡

写 真 息 ビデオチャットを使った議論･

写真2 テレビ会議システム

酒井 :京都大学における臆Tを活用した野D実践の取 り組み

図且 ウエブサイ紅｢京鳴バ-チャ]レ教育大学｣
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臨紺Vはタ上記(3)で述べた学習者の関係にさらに両大

学の教員集団も含めた,多重の関係性 (神藤ら,望榊且)

によって編まれた,学問 ◎教授文化の交換 や討論の場で

ある (図2)｡つまり,互いに異なる教育経験や東学文化

学間分野を有する両大学の教員集団がpそれぞれ所有す

る教育に対する信念を持ち寄り,一つの授業にコミッ鮭

L､7-い':.:tに･昔トt,.I:::I;'J-∴-_-｡rIi:∴.::･･:∴二二 ‡∴二二･=Il."-..

(2002)は,ティーチングの知識は太別して,教えるた

めの専門的知識,実践家としての知識という望つのカテ

ゴリーがあり9前者は公的,コミュニティ発生的で継続

的な評価と評定を条件とするものであり,後者は私的で,

早-カルで9立証が困難だが重要であるものとしている｡
琵闘Vでは,個々の教員がどのような意図を持って,ど

のように,その都度変化する議論の進行に対して支援し

得るのか,後者についても亙刷 こ意識しながら実践に参

与 している｡従来型の一方通行型の授業に慣れ親しんで

きた教員にとっては,お互いの教授法などに関する理解

にもとづ く意見が日常的に交わされ,その相違点に気づ

､､･一､･

図2 済 Vの授業デザイン
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かされることも多い｡この意見の交換は,両大学スタッ

フで共有されるメーリングリス トによってもおこなわれ

た｡この協働を通じ,学習者同様,教員集団もまた自己

の教育観を振 り返る契機にもなるのである｡この意味で,

監閣Vは,教員の実質的な教育能力開発,つまり欝Dとし

ても十分機能するといえるだろう｡

以上のように,鼠NVは,両大学の学習者に加え,教

員集団も包摂した多重の関係を構築し,オンライン環境

におけるグループ議論を通じて,やり取 りされる相互行

為により互いが互いにとって自覚的になるように設計さ

れた実験的授業である｡以下に述べるように,この授業

では知識を獲得すること菌体が目的ではなく,小さな異

文化接触を通してその都度構成される行為や発言などに

拘束されながら議論が主体的に構成されていった｡この

ため,授業の進行をあらかじめ直接的にデザインするこ

とは不可能であった｡
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以下では,筆者が本授業実践に関わったタ2005年度

の実践について述べる｡

2005年度の担当教員は,京大側5名,鳴散大側5名で

あった｡授業スタッフは,講義の進行のほか,ビデオ

チャットなどの機器準備,ビデオ撮影,電子掲示板の書

き込みに対するフォローなどを,分担 して担当した｡グ

ループ議論の間は各班の様子を見て回った｡この授業で

は,京大側,場数太側の受講生それぞれが3つのグルー

プを作り,オンライン上で ｢教育に関する｣テーマを議

論する専門教育である｡済 Vは,このような ｢教育に

関する専門教育｣であることを前提として,｢学生が半

自覚的に保持する (教育に関する前理解)に働きかけて,

これを反省をふまえた く理解)に高める｣ことを目標に

している (田中 2鍼3)｡つまり,本授業では,専門的知

識を単に伝達し,理解されることがめざされているわけ

ではなく,教育に関するさまざまなテーマがやり取 りさ

れる議論を通して,受講生がそれぞれの教育に関する前

理解を理解に深めることを目標 としている｡2005年度

の授業スケジュールを表且に示す｡

第3回までの授業は,各大学に分かれ,議論のテーマ

に関する議論を行った｡築後～且且回にビデオチャットを

利周 したグループ議論を行った2)｡この間,グループ議

論の直後に両大学で,各班から議論の内容について報告

する反省会の場を設けた｡これは,学習者,教員の両者

にとって,その日の授業の ｢振 り返 り｣の場にAもなる｡

第逮回の冒頭での各メンバーの自己紹介と,第息2回の発

表会のためにタテレビ会議システムを2度利周した｡

授業期間終了後,全受講生 (且9名)を対象として,息

名当た り約且時間のインタビェ-を実施 した (7/i9-

22,25,29)｡インタビュワ∵は,両大学の教員スタッ

フ2-3名が交代で担当した｡
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表且 2005年度監NVの授業スケジェ-ル

内 容

第且回 (i/且3) ガイダンス (趣旨説明)

第2回 (i/20) テーマ決定に関して各大学で議論
(息回目)

第3回 (A/27) テーマ決定に関して各大学で議論(2回冒)

機器便周法説明

第逮回 (5/且且) 全体で毎己紹介 (テレビ会議システム)
ビデオチヤツか (且回目)(接続不良)

第ら回 (5/胤8) ビデオチャット (2回冒)(接続不良)

第6回 (5/25) ビデオチャット (3回冒)(接続不良)

第7回 (6/息) ビデオチャット (4回冒)

第8回 (6/8) ビデオチャット (5回冒)

第9回 (6/息5) ビデオチャット (6回冒)

第且0回(6/22) ビデオチャット (7回冒)

第且且回(6/29) ビデオチャット (8回冒)
各班の議論のまとめ

第且2回(7/息3) 各班の発表 (テレビ会議システム)

※6/30-7/胤魂:ウェブサーバー遮断,7/5-8/3鋸 臨時電
子掲示板設置

表2 グループ議論のための班分け

京都大学 鳴門教育大学

二言巨

ニ班

:ltt_:菅

.{:-:i.三L :∵'巨二.

(内乱名が逢回生) (現職教員不在)

･:･∴工 :_.:･:I:､

(内且名が3回生) (内乱名が現職教員)

3名
,{-:'･二､･

(内乱名が現職教員)

京太側は,教育学部の息2名が受講 し,そのほとんど

は2回生であった｡場数太側は,現職教員 や大学院生が

受講対象であり,冒名が受講 した (羨望)｡鳴散大側は,

例年に比べ現職教員が2名のみと少なかった｡

二三 ･∴~~､∴:eHil義軍‥=?ミ二･三二千二･'=~∴●二

本稿では,監NVにおける学生の学びについて詳細 に

述べることが目的ではないため,グル ー プ 議 論 の 進 行 の

詳細については酒井 や田中 (2005)に譲 る こ と と し ,こ

こではグループ議論の流れを大まかに紹 介 し て おく｡

各班は,授業中のビデオチャットを介 し て の議論を中

心に,電子掲示板やチャットを補助的 に 利 周 しながら｢教

育に関する｣議論をそれぞれの仕方で進 め ていった｡各

班に周意された電子掲示板の投稿状況 を 表3に示す｡京

大側の投稿数や書き込み乱件当たりの平 均文字数が鳴散

大より多いのは,過まの実践においてもみられた傾向で

ある｡ 今年度の特徴 としては,3班がビデオチャットで

のメンバー間の関係性をうまく築けず,議論がなかなか

一三'･?J二_-



表3 大学別,班別にみた電子掲示板

(『第1-3掲示板』)-の投稿状況*

大 学 口吸 息件当

平均字数

且班
京 大 23 798
場 数大 乱0 477

京 大 35 705

鳴敦大 乱1 287

京 大 39 673
場数太 34 6且5

*他姓からの投稿,授業時間内の投稿については除く｡

進まない事態に直面したことが挙げられる｡ この状況を

打破するためか,3班では他と比較して電 子 掲示板の利

周回数が73件ともっとも多かった｡息班は他班よりも電

子掲示板の利周が33件 と少ないが,これは,授業時間

外にチャットを利用して議論したことによる｡

2班では,授業中のビデオチャットを中心に,比較的

安定 した議論が進行 した｡第且2回 (最終回)の発表会

では ｢進路指導一職業と受験｣というタイトルで報告を
行った｡発表に至るまでに,各メンバーの体験談を踏み

台にして,｢カリキュラム｣｢ゆとり教育｣｢成績格差｣｢家
庭の教育力｣｢習熟度別授業｣｢受験と競争｣｢進路指導｣
｢職場体験｣などの小さなテーマについて,それぞれの

議論がべ?の議論を派生させ行き来することを繰 り返し

た｡この間,京大側の受講生は,現職教員や社会経験の

ある鳴敦大の受講生や,同年代の仲間による多 くの異

なった視点や考え方に触れ,それによって自らを相対化

し,自分の理解を変容させる ｢脱中心化の気づき｣をあ

る程度達成した｡以下,授業期間後に実施した本実践に

関する受講生インタビューの一例を挙げる｡

｢誰かからの話をそのままコピーしたのではなくて

自分でちゃんと考えられた｣(京都大2班A)

｢他の講義とか実習とかとは違った,真剣味があっ

て,常に楽しかった｣(鳴教大2班肝)
｢みんなの色んな考え方を吸収できたんで, ちのの

見方の違いとか新しい考え方を提示されたような感

じがして--｣(京都大息班A)

以上のように,監閣V実践を通 じて,受講生たちは,哩

解困難な異文化に畢 し,難しい意思疎通のさなかにおか

れつつ , しかしこれらの難しい条件を逆手にとって,負

分たちで意思疎通と学びとを達成していった｡
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監NVにおいて,教師集団は,最初の時間にできあがっ

た学生との相互行為の仕方を土台にして,日常的持続的

酒井 ..京都大学におけるⅠCTを活用したFD実践の取り組み

な働きかけ (学生のイニシアティブを認め促し支えるこ

となど)や定例化した働きかけ (授業の後に必ず反省会

を行うなど)やハプニングの克服 (機器の故障への対応,

進行が困難な議論-の介入など)を通じて,学習者が学

習者構成型の授業を構成していくことを間接的に支援し

た｡

監国Vのような学生が構成する授業での学生の学びは,

安定した相互行為の仕方の確立によって促進され る が,

同時に,偶然のハプニングによって,その質の面 で 飛躍

的に向上したり低下したりする (酒井 ｡田中 2005)｡ こ

の授業の進行中に生起する ｢ズレ｣3)は,機器の トラブ

ルなどによるものもある｡ しかし,教育的により重要な

のは,教員の議論-の介入の仕方である｡ 本授業では｢教

師は極力介入しない｣という立場をとっていたのだが,
ただ傍観していた訳ではない｡杉原 (2006)は,本実践

における学習者の学びに開通する教員のはたらきかけに

ついて分析 し,｢学生が具体的体験を抽象化 ◎理論化す
る契機をつくる｣ことと ｢学生の経験を相対化させる｣
役割があると述べている｡ このように,授業後の振 り返

りの場における教員からの ｢コメント｣｢同調｣｢励まし｣
の働きかけなどは,議論の進行を支援する ｢間接的な介
入｣として機能していたと言えるのではないだろうか｡
第且2回の授業終了時の某教員スタッフによる以下の

発言に代表されるように,教員もまた本授業実践への寄

与を通じて,それぞれに自己を振 り返る契機となったの

である｡

｢教育というのは,計画可能なものにできるだけ一

生懸命取 り組もうとするものですが,そうではない

ということ,つまり,計画不可能性の部分からも入

間は学ぼうとするんだとか,関係を一生懸命つくろ

うとするんだということが,とてもよくわかりまし

た｡｣(教員風)

このように,教師集団は,そのつどの関わりや反省会で
の対話,教員間で共有したメーリングリストでの議論を
通じて,可能な限り学生たちの努力を支えた｡
新たな遠隔授業の開発という点からみれば,監NVは,

授業者によってあらかじめお膳立てされた道筋を学習者
が辿るのではなく,自己理解の変容により自覚的になる

よう仕向けるために,オンラインを通じた異文化接触に

加えて極度に議論進行に自由度を与えたデザインだとい

えよう｡コミュニケーションを安定的に進行させるため

に初期の複雑性を縮減しようとする過程一田中 (2鍼3)

のいう ｢遭遇期｣｢探索期｣｢確立期｣のうち生成的意義

をもつ ｢探索期｣-を押し広げ,そこに焦点を当てるデ

ザインを試み,それを実践したのである｡この一見抽象

的な済 Vの授業デザインや目標設定が妥当であるか否

か,目標の達成は何によってどう評価されるのかなどに

逢5
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ついて,さらに検討を加えなければならないだろう｡

このように,醍NVでは,教師集団にとって,遠 隔 教

育の基本的な問題性を把握する学びがあったといえる｡

また, 実 際 の 大 学 授 業 に 教 員 の 小集団が深く関わり,学

習者 と 教 員 の 多 重を関係において相互行為が繰り返され

た｡ こ れ は,教員にとっては自己相対化の契機であった｡

I:.-:lL ≒ =-:-ン=I-･･,;t':-･上に黒帯㌻壬,:-I:t二手､二日･:1;ご･-JT

･÷ _ ~; ㌻-太宰,::I;I.変哲え､二):･･､T-.-II:;1

本センターは,全国の大学教員の相互研修の ｢場｣と

して2006年度にオンライン上にウェブサイト ｢大学教

育ネットワーク｣を構築した｡この｢大学教育ネットワー

ク｣は,(且)｢大学授業データベース｣,(2)｢大学教育研
究フォーラム アーカイブ&レビュー｣,(3)｢Web公開
授業｣の3つのプロジェクトを統合したサイトである(図

3,回趨)｡｢大学教育ネットワーク｣には,一般の大学

教員なら誰でもアクセス可能であり,個々が抱える課題

図3 ｢大学教育ネットワーク｣のトップ画面

巨二∴J:二三:./{:.′.㍗:I:;/:_.11二･-=予∴-:_-:;/二一二二-I:/=l_Jl.:lT,-･I'.-:='-_;--.I-J:.l･･'')
※｢学内向け肝EDデータベース｣は計画中｡

国後 ｢大学教育ネットワーク｣の3プロジェクト

I:.'_:-Il

表 4 大学教育ネットワーク ｡トップページ-のアクセ

ス数 (2007年)*

且月 2月 3月 4月 5月 6月

*一意な訪問者数 (任意の日にサイトを訪れた重複しな

い訪問者数)

やニーズに応じた教育改善活動に対する支援をオンライ

ンを通じて可能とすることを目的として設計されてい

る｡ ｢大学教育ネットワーク｣の トノブページには月間

i,000名前後のアクセスがある (表4)｡次節以降で ｢Web

公開授業｣について紹介するが,その前に残 り2つのプ
ロジェク吊こついて概観 しておく｡

｢大学授業データベース｣は,2003年度より本センター
が提供していた ｢大学授業ネットワーク｣を拡大発展さ
せた,個別の大学授業や野田実践に関するコンテンツ群

から成る｡ 現在3且のコンテンツが公開されている(図5)｡

全国の大学で特色のある授業を行っている授業担当者

に,その実践記録をまとめていただき,サイト上に掲載

し蓄積している｡ 各コンテンツには,各授業の具体的な

文脈に即してまとめられた実践の内容や改善の工夫だけ

でなく,シラバスや,授業の雰囲気を伝えるための授業

映像,学習者のレポートの事例など,豊かな情報が盛り

込まれている｡ 例えば,授業ツールや技法などをとって

ち,導入に至った背景や問題意識,実際の活周について

｢個別の文脈｣の中で語られることで,読者が自身の授

莱-とフィードバックする有周な情報となる｡また,キー

ワード検索により,興味のあるコンテンツを抽出できる

図5 大学授業データベース
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機能も実装している｡授業者にとっては,授業をまとめ

ることでタ実践者としての自己を振り返る契機になるだ

ろう｡このように,｢大学授業データベース｣は,特色

ある大学授業実践や野馳実践を相互に公開し共有するこ

とで9全国の大学数農の教育改善についての相互交流を

はかり9組織化を促すものである｡

本センターが毎年3屑に実施 してnる ｢大学教育研究

.I-･-,:--チ,/1 I,二守･∴■-i-1言三::-I.I:-..-/:＼丁二:~.:-/･･･I- 仁 ∴I.=,-

度僚･以降)を蓄積したものが ｢東学教育研究フォーラム

アーカイブ｣である (図6)｡全国の高等教育研究者に

よる授業や野馳活動の実践報告や研究に関する情報を提

供するもので,現在2加 のプア射 摘 首公開されてnる｡

各発表者から公開許諾を得た㌘馳欝ファイルはサイ鞍上

から由由に視聴およびダウンロ-ド可能となっている｡

ここでも,｢大学授業ヂ二夕べ-ス｣同様9キ-り-ド

検索によって,興味のあるテ-等を絞り込み抽出するこ

とが可能である｡

また,東学教育に関する主要分野を取り上げ,専門家

による当該分野の動向を総括した論考を ｢♭ビュー｣の

コンテンツとして今年度よ醐頁次掲載する予定である壇)｡

この ｢レビュー｣は,｢大学教育研究フォーラム｣の研

究発表を中心に,関連学会なども含めた研究や実践の動

向を傍観的に捉える資料として提供するものである｡

以上2つのプロジェクトは9情報の集約9公開9通知

と♭もったサイクルを通じて発展する授業関連情報アーカ

イブである｡コンテンツが更新される際には,随時メー

リングリス 3日こて全国の大学数.育関係者にアナウンスさ

れる｡

酒井 :京都大学における互CTを活用したFD実践の取り組み

:.､ -.I:/'1,_/::‥:::?TC'.i::I::i.芋

｢we毎公 開授業｣ は,大学教員 の授業改善のための研

修の場 としてオ ンライン上 に構築 した ｢公 開授業 ◎検討

会｣ システムである5)｡授業者 の承諾 を得 て授業映像 を

公開 し,視聴者 は,オンデマ ン ドで視聴 した映像 をもと

に,電子鴎示板上で授業検討会 に参加す る｡ この ような

形での ｢公開授業 ◎検討会｣-の参加 を希望す る教員 に

対 してその機会 を提供で きる｡時間的空間的制約 によ り

参加が困難 な教農 にとっては9アクセスの可能性 を拡大

するメリッ トがある｡学外の公 開授業 に出向 く必要が な

いという面から言えば,参加者 にとってはコス 恥の節約

にもなる｡また,参加者としては,全国で大学授業実践

をおこなう教虞を想志しており,電子掲示板 での検討会

は,大学文化や専門分野を越えた教員集団による野馳ネ ッ

トワーク構築の過程であるといえる｡

吉寸 ('':･'/'/日･;-:.-.二･_∴∴I:仁-Ir_,.'/日,ここ仁三)巨て∴-･∴三:'Iこ

関する3種類の知識｣のうちタ肝EDの対象としてこれまで

r:-;/':-,/一工 L-,･::.~了手言二阜1.仁二● 二I-:･l/__三三:二∴∴十 二･､,":_二三｣｣;･:-

偏 りがちだったが9｢内容を効果的に数えるための知識

巨~∴ 圭言;三二'-} -:-1=;∴:l'_I.二･∴ 三1.･)｣･.:1,I-立上･一日 ､･

ことが大切だとし,個考の教員の専門性に根ざしながら,

相互に教育能力を発達させていくコミュニティの形成を

考えるべきだと述べている｡｢鞄 毎会開授業｣では映像

を反復して視聴できるため,通常の公開授業では見過ご

されてしまうような授業場面が参加者間で共有され,揺

業映像を確認しながら㌘箆や跳:箆につWても議論できる

と いっ た メ リ ッ ト も あ ろ う ｡

I- ~ ' r ~ ､∴ ･-T=l==.-:i

｢闇 海 亀 公 開 授 業 ｣ を 開 発 す るに あ た っ て は ,オフライ

ン の そ れ を 忠 実 に 置 き 換 え る方 向 で な 宅 タ ｢オンライン

上 に 新 た に 構 成 さ れ る研 修 の 場 ｣ が で き るだけ豊かにな

るよ う , 授 業 映 像 の 提 示 方 法 や 電 子 掲 示板の利潤につむ3

て 工 夫 を し た (東山ら 望細6)｡教育経験や学問分野と

いった枠を設けず,幅広い参加者層を懇意して魁もるため,

新たな参加者が既存の集団に参入しやすいようタサイ恥

に太って来て初めて対面するような新たなツールの導入

を避け,多くの大学教員が容易に利周可能なツ-)紅で構

成されている (図7)｡

授業は,左右2画面の同期映像 (解像度望後⑬×鋼⑬,

閣取組owsMe線量盈形式)によ.り提示される｡授業を撮影す

るにあたっては,学習者を対象とした授業内容の伝達で

はないことに留意し9教員とそれに対する学生の反応を

望台のビデオカメラでできるだけ捉えられるよう配慮し

た｡映像の左側は教員を捉えたものでタなるべ宅映像が

安定するように三脚を利周し,ズーム機能も極力使周を

避けた｡右側は学生の様子を撮影したものであるが,撮

影者は手持ちのビデオカメラで自由に対象を移動させ

た｡特に後者は撮影者の視点が映像に反映されるが,盟

<::'/

一3'･.7,∠･:-
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図7 ｢闇毎払公開授業｣の授業映像

図8 授業映像の撮影 ｡編集のフロー

画面を同時に提示することによって,通常の参観時には

得られない視覚情報を提示できるという利点がある｡ま

た,比較的安定した授業者の映像を左に,相対的に視点

移動が大きを学習者の映像を右に配置 し,さらに,両映

像を互刷 こ内側に向かわせた｡これは,映像の見やすさ

について事前評価をおこない,決定 したものである｡

映像の撮影と編集についてのフローを図 8 に 示 す ｡ 音

声をなるべ く高品質で捕らえるた め に , 授 業 者 周 と 学 生

周の計3台のバウンダリマイクロ フ ォ ン を 健 周 し た ｡ 音

声のバランスは,アナログミキ サ ー に よ っ て 撮 影 者 が 収

録中に随時調整した｡デジタル ビ デ オ カ メ ラ に 記 録 さ れ

･,-::ニ:.

図9 ｢We鮎公開授業｣の電子掲示板

図且0 プロフィール画面

た映像は,授業後に映像合 成周の機器 (マルチ ビューワ

二･I･,;-/-I.':I/.:_--I:二rJ'-I:..､二二ニ宣iI) :,藍,･登って :･:･下車 1-:-:に賢丈した

級,㌘6:に取 り込んだ｡ 映 像 の Win援cywsMe組立品形式-の

エンコーディングは㌘6:上 でお こなった｡なお,映像の

合成およびフォーマ ッ ト変換はタ映像編集周のソフト

ウェア (A組曲ePrem孟e訂e監且eme離Sなど)を利用した手

順へと移行しつつある｡

90分間の授業全体を,それぞれ且5-20分間の6つの

映像に分割してサイ ト上に提供し,あらかじめ運営者側

で注目場面を含む映像に ｢㌘緋NPT｣マー クをつけた｡

映像以外に,授業に関する情報 (概要やねらい,授業の

流れなど)を 提示した｡授業者が作成した授業計画や配

付資 料 も , ダ ウ ンロー ド可能となっている｡

授 業 映 像 の視 聴 や授業概要などの資料の閲覧をもと

に タ 参 加 者 は 配 信 授 業 ごとに周意される電子掲示板上で

議 論 を 行 う ( 図 9 ) ｡ 授 業 映像を見る際の視点や発言の

際 のポ イ ン ト な ど を ま と め た ｢授業映像を見るときのガ

イ ド ラ イ ン ｣ のペ ー ジ へ の リ ン ク や,電子掲示板上から

参 加 者 の プ ロ フ ィ ー ル ( 図 且 0 ) - のリンクが頗意され
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て お り9 初 参 加 者 に 対 す る 支 援 も お こ な っ て 』もる ｡ 以 下

に 示 す ｢授 業 映 像 を 見 る と き の ガ イ ド ラ イ ン｣ は , ブ､-

バ - ド大 学 デ ♭ ク ボ タ セ ンタ ー の 授 業 映 像 視 聴 に 関する

ガ イ ド ラ イ ンを 参 考 に 作 成 し た も の で あ る ｡
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現 在 タ ｢闇海亀公開授業｣は限定された共同研究者間で
の 試 行 段 階であり,一般には公開してnない｡現時点で
以 下 の よ うな課題がある｡
オ ン ラインとオフラインの比較で考えると,通常の検
討会に比べて議論の進行が構造化されておらず,拡散的
に発言がなされてnくなど,表5に示すような相違点が
ある｡例えば,鞄 鮎公開授業では保存 ◎蓄積される文字
によって発言を行うため,通常の検討会-参加経験のあ

る参加者でも9書き込みをおこなうことに抵抗感があり,

関頭等の発言に£ヒベると時間がかかると魁もった意見も出

ている｡また9すべての発言が保存されるため,特に授

業者は参加者からのすべての間魁もかけに対して応答しな

ければならなくなり,この負担を軽減するための仕組み
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酒井 :京都大学における互CTを活周したFD実践の取り組み

表 5 ｢公開授業 ◎検討会｣ と ｢We魁公開授業｣の比較

公開授業 昏検討会 We毎会開授業

身 体 教 室 自 室(映像)

視 点 本 Å 他 者(2画面)

発 言 口 頭 文 字
(回想) (確認可)

時 間 連続的 断片的
一方向 ランダムアクセス

議論の進行 構造的 拡散的

議論の相手 対 面 電子掲示板

参加者の関係 比較的強kb ゆるやか

ライン学習における相互作周の5つの段階 (アクセス⑳

革チベ-ション段階,オンラインにおける社会化段階,

情報の交換段階,知識の構築段階夕発展段階)に対応し

た技術的支援やモデ♭一夕の役割についてのモデルを提

案しているが,このモデ沙一夕の導鬼の仕方も含め,さ

まざまな教育上のキヤuア牽専門分野を有する東学教員

の組織化をめざした本システムに技術的 ◎鬼的支援をもち

･･1､L二二㌧予伸,∴宣∵･1∴ill.て･:卜′両l二二､､t′､､7I:-/:二照 -,1:-.,-I::辛

検討しなければならを魁､だろう｡

一方で,｢We鮎公開授業｣は,養成段階 (p訂eSe雷V壷ce),
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望⑬弧)に応じた大学教員研修のための教材としてカスタ

マイズし9再利済できる可能性を含んで魁3る｡

引き続き試行を重ねタオンライン上で交わされる発言

のやり取りから,どうuBった東学教展の相互研修として

の意義が鼠Wださせるかを,一般-の公開に向けて模索

していかなければならない｡また言大学教育ネットワー

ク｣として統合される3つのプロジェクトはタ同じ大学

授業を扱ってbbるためずそれぞれ固有の特徴を持ちなが

らも相互に重なり合う部分がある｡これらを総体として

みたときのプロジェク鮭間の重なりは,亙』もの特徴を生

かしながら,相互補完的な乗り入れをしつつ,訪れた太

学教展に利済されていく可能性を示唆しているといえる

のではあるまuBか｡

･ .:'∴ ､･

本稿では℡京都大学高等教育研究開発推進センターをこ

おける夏6;管を活摺した野馳実践の取 り組み事例を紹介し

てきた｡

望節では,異文化接触の要素を取 り入れた学習者構成

塾の遠隔連携ゼミの実践 (済 V)が,新たを遠隔授業

i.II;
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の可能性を追求する試みであったとともに,授業に参与

する教員集団にとっては相互研修型野Ejとしても機能 し

ていることを述べた｡

3節では,オンライン上で授業検討会をおこなうため

のシステム ｢We毎公開授業｣を中心に,大学教員の相互

研修の場をオンライン上で実現 したウェブサ イト ｢大学

教育ネットワーク｣を紹介 した｡｢We毎公開授業｣は,
参加者に対 し,アクセスの拡大や時間的空間的制限の克

服,コス ト削減といったメリットを提供する,オンライ

ン上での授業検討会を通 じた大学文化や専門性の垣根を

越える野馳ネットワーク構築の過程であることを述べた｡

これらはいずれも最先端の臆Tメディアの新たな開発

や活周をおこなう類の実践ではなく,我々の日常に不可

避に浸透 してきた電子メディアを,いかに大学の授業に

あるいは,教員の相互研修に導入 し,活用 してい くかを

課題 とした実践である｡

済 Vでは直接的な遠隔授業への参与を通 じて,｢We毎

公開授業｣では他者の授業映像の視聴と議論を通 じて,

といった違いはあるが,異なる教育的背景を持つ教員集
団どうLがオンラインを介 して自分たちの特殊な教育観
に気づき,教育に関する自己理解を振 り返る ｢場｣を共
有することでは,いずれも共通 している｡ これらの実践

に参加することを通 じてえられた成果は,大学教員が自

分たちのそれぞれに固有の文脈に即 して教育現場 (授業)

に還元 していくべきである｡ さらに,それを,自らの教

育改善の努力 としていかにアカウンタブルなものとして

い くのかの具体的なや り方は,各自に委ねられていると

いえるだろう｡

これらのECTを活周した肝D活動を ｢オンライン欝D｣

と呼ぶ とすれば,オンライン欝Dは,一方のオフライン

での諸活動に加え,より多様なニーズに対する機会やア

クセスの拡大を可能にしたといえる｡ これらのオンライ

ンとオフラインの取 り組みは,大学教員の教育改善を支

援するため,相互補完的に連動させなが ら実施されるべ

きである｡
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注

且) 監昭実践は,且999-200五年度に京都大学が慶庵義塾大

学と共同で実施した遠隔連携ゼミ ｢京都大学 ｡慶庵義塾

大学遠隔連携ゼ ミ (監喝 :鞄oto一院eiogointSeminar)｣の

略称である (たとえば,田中,2004b;神藤ら,軍001)｡

2) 2005年度の実践では,グループ議論の前半と後半にゲー

トキーパーの接続 トラブルなどで通信が敷皮にわf=り遮

断されたが,本論から逸れるので言及しない｡詳細は,

酒井 ｡田中 (2005)を参照｡

3) 例えば,ボルノー (且966)のいう,教育における生成

の ｢連続形式｣に対する ｢非連続形式｣に関する議論や,
上田 (且992)の,授業は,(目標一実践一達成)という硬

化した技術的合理性の文服においてではなく,(目標一実

践-ずれ一再目標設定一実践---)という柔軟な実践

的合理性の文脈においこそ考えられるべきだという,(ず

れ)に関する議論を参照｡

4) 2007年度は,｢授業評価｣｢eラーニング｣の2テーマの

レビュー掲載を予定している｡

5) なお,現在は,一般公開に向けて限定されたメンバ一

一での試行中であるが,企画主旨については｢Web公開授業｣

のトップページから参照可能である｡
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